
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する様々な分野を“持続可能な社会の

構築”の観点からつなげ，総合的に取り組む

ことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ＥＳＤの目標 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２ ＥＳＤを通して児童生徒に身に付けさせたい力 

 

 

自然環境を守っていくことが大切である一方で，地域の人々が生活していくための環

境整備も大切である。環境問題に限らず，簡単に答えが出ない問題を，様々な角度から

考え，議論していくことを通して総合的に考えることができる力が求められている。 

 

 

地球上では，異なる歴史や伝統，生活習慣をもつ人々がそれぞれの社会を形成して暮

らしている。都市部と地方，先進国と発展途上国などで，立場や考え方が異なることも

少なくない。相手の考えを理解し，尊重しながら，議論していくことを通して協働的に

課題を解決することができる力が求められている。 

 

 

一部の関心が高い人々しか協力してくれない方法では，多くの人々が参加し，将来の

世代まで続くような解決策にはならない。様々な考え方をもつ様々な人々が行動しても，

問題が解決に向かうような「システム」の構築に向けて，議論していくことを通して主

体的に行動できる力が求められている。 

 

◎ すべての人が質の高い教育の恩恵を享受す
ること 

◎ 持続可能な開発のために求められる原則，価
値観及び行動が，あらゆる教育や学びの場に取
り込まれること 

◎ 環境，経済，社会の面において持続可能な将
来が実現できるような行動の変革をもたらす
こと                 

（「我が国における『国連持続可能な開発のための教

育の 10 年』実施計画」より） 

○ 立場や考え方の違う人々を理解するとともに，相手を尊重しながら，協働的に

課題を解決することができる 

 

○ 誰が取り組んでも持続するようなシステムを考え，構築に向けて主体的に行動

することができる 

 

○ 環境の保全と経済の発展の両立を探究するなど，多面的・総合的に考えることが

できる 

ＥＳＤ（Education for Sustainable Development）は，「持続可能な開発のための教育」と

訳される。ＥＳＤは，様々な問題を自分事として捉え，身近なところから取り組む（think 

globally,act locally）ことにより，それらの課題の解決につながる新たな価値観や行動を

生み出すこと，そしてそれによって持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や

活動である。環境，貧困，人権，平和といった地球規模の問題の解決を目指す持続可能

な開発目標 (ＳＤＧｓ)の達成に向け，ＥＳＤが期待されている。 

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ） 

ＥＳＤの概念図 

※日本ユネスコ国内委員会ウェブページより 

第４章 教育活動の推進 

 

実践例：ワールドピースゲーム 2019 in ふくやま 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/worldpeacegame1028.html 



３ 新学習指導要領におけるＥＳＤに係る主な内容（例） 

改訂された学習指導要領（小・中・高・特支）では，全体の内容に係る前文及び総則に

おいて，「持続可能な社会の創り手」の育成が掲げられており，各教科においても，関連

する内容が盛り込まれている。 

これまで以上に，各学校において，総合的な学習（探究）の時間や各教科等の学習を通

じて，ＥＳＤを効果的に行うためには，学校全体で計画的に実践することが必要である。 

４ ＥＳＤとＳＤＧｓ 

 

学習指導要領【前文抜粋】（小・中・高・特支） 

これからの学校には…，一人一人の児童（生徒）が，自分のよさや可能性を認識するとと

もに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会

的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることができるよ

うにすることが求められる。 

 ＳＤＧｓとは，平成 28年９月の国連サミットで採択された 2030年までの国際目標である。

持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成されている。 

 

ＳＤＧｓにおいて，教育は目標の４に位置付けられ，「全ての人に包摂的かつ公正な質の

高い教育を提供し，生涯学習の機会を促進する」とされている。さらに，ＥＳＤについて

は，ターゲット 4.7 に，「全ての学習者が，持続可能な開発を推進するために必要な知識

及び技能を習得できるようにする」とされている。 

 しかし，ＳＤＧｓの目標は，それぞれが独立したものではなく，相互に関係し，時には相

反する価値を追求することもある。そのような中で教育もまた，独立した目標ではなく，

「教育が全てのＳＤＧｓの基礎」であるとともに，「全てのＳＤＧｓが教育に期待」していると

もいわれている。 

 本県においては，これまで取り組んできたＥＳＤに引き続き取り組み，より一層推進す

ることが，ＳＤＧｓの達成に直接・間接に貢献するものであると捉え，取組の推進に努める。 

参考：文部科学省 日本ユネスコ国内委員会 

   「ユネスコスクールで目指すＳＤＧｓ 持続可能な開発のための教育」 


